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野田キャンパスの歴史は昭和 30 年代に始まります。戦後の復興期、時代の背景

には科学技術の発展があると認識され始めました。それによる若者たちの理工系大学

への進学意欲の高まりを受け、東京理科大学は、国分寺校地（現・東京都府中市東

芝）を売却し、新たに千葉県野田市にキャンパスを開きます。

1966 年、まず設置されたのは工学部（1 年間のみ）、その後、理工学部、基礎工

学部（2012 年まで）、薬学部と続き、東京理科大学は理工系総合大学へと拡大の道

を歩み始めました。（「学校法人東京理科大学」の沿革より）

広大な野田キャンパスは、なんと東京ドームが 9 個入る大きさ。正門からグラウンド

までは徒歩 15 分かかります。そして、野田市にありながら、実は敷地の一部はお隣

の流山市に入っています。それは、100 周年記念理窓会自然公園。2.5km の散策

コースもあり、地域の皆さんにも親しまれる憩いの場です。

野田キャンパスには、学び舎のほかに総合研究院として様々な研究施設がありま

す。現在の構成は、７研究センター、２１研究部門、および２共同利用・共同研究拠点。

学内外および国内外の壁を越え、産学官連携の研究施設は私立大学の中でも稀を見

る大きさです。

今回見学会の「なるほど科学体験館」は、2019 年に、本学の建学の精神「理学の

普及を以て国運発展の基礎とする」を基に、地域で喜ばれる特色ある社会貢献を果た

すことを目指し、神楽坂キャンパスにある「数学体験館」をモデルにして創設されまし

た。体験型の展示により、科学技術の原理や本質を実感できる空間を提供していま

す。（なるほど科学体験会ホームページより抜粋）

この機会に、お楽しみいただければ幸いです。
( h t t p s : / / w w w . t u s . a c . j p / t u s l i f e / c a m p u s / n o d a / よ
り )
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